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福島第一原発事故後の被災ウシ歯質中へのSr-90とCs-137の取り込み 

Incorporation of Sr-90 and Cs-137 in the tooth of abandoned cattle after the Fukushima NPP1 accident 
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1. はじめに	
 福島第一原発事故の後に、我々は旧警戒区域内での被災動物の包括的線量評価事業 [1] を行っている。昨

年の本学会において被災ウシの歯の形成に伴い Sr-90が取り込まれていることを報告した。歯の基質の沈着は形成時期に

集中して行われ、形成後には歯の組織の入れ替わりはほとんどない。そのため、歯の中に取り込まれた放射性物質は、歯

の形成時期に体内に取り込まれた放射性物質の指標となる。また歯種により形成時期が異なるため、歯種毎に含まれる放

射性物質により、取り込みの時間変化を観測することができる。本研究では、レントゲン写真からウシの歯の形成状態を

確認し、より詳細に歯の形成と放射性物質の取り込みの関係について確認した。また、Sr-90だけでなくCs-137について

もウシの歯への取り込まれ方について議論する。 

2．実験方法	
 分析試料として黒毛和種牛の歯を用いた。福島第一原発事故に伴う警戒区域内A地点で若ウシ 2頭、B地

点で若ウシ 2頭、成ウシ 1頭、老ウシ 1頭を採取した。事故時点では、A、B地点の若ウシは歯の形成が続いていたが、

B地点の成ウシは歯の最も大きな部分である歯冠の形成が完了、老ウシは形成が完全に終了していた。試料採取時の空間

線量率はA地点が30 µSv/h、B地点が1 µSv/hであった。採取した歯を含む上下顎骨は70%エタノールで固定した。その

後歯種ごとに分割し、歯種の一部を粉砕・乾燥・灰化した。Sr-90 は、発煙硝酸法により化学分離した後に低 BG2π ガス

フローGM検出器を用い、90Yの成長を確認しながら2週間β線測定を行い定量した。Cs-134、Cs-137はGe半導体検出器

により化学分離を行う前の乾燥した試料を用いてγ線測定を行い定量した。Sr-90、Cs-134、Cs-137の放射能は2011年3月

11日に壊変補正した。試料中のCs-134/Cs-137比はほぼ1であった。 

3．結果と考察	
 A、B地点それぞれの若ウシのCa重量あたりのSr-90濃度は事故前に形成された歯において62.0±2.7 mBq/g 

Ca、25.3±1.3 mBq/g Ca、事故後に形成された歯において235±5 mBq/g Ca、B地点の若ウシで86.7±1.8 mBq/g Caであり、採

取地点毎の Sr-90による汚染状況を反映していた。また、若ウシの歯の形成が開始された順に Sr-90濃度を比べることで

事故後に Sr-90 の取り込みが増加した様子を観測することができた。B 地点では年齢の異なるウシの歯に取り込まれた

Sr-90量を比較することができた。歯冠の形成が完了していた成ウシのSr-90濃度は36.3±2.7 mBq/g Ca、事故前に歯が形成

された老ウシのSr-90濃度は18.5±1.8 mBq/g Caであった。Sr-90は歯が形成される際にCaと共に取り込まれるため、事故

後に形成された部分が多い歯では高いSr-90濃度が確認されたと考えられる。Cs-137濃度についても歯の構成元素である

Ca重量当たりの値を示す。A、B地点それぞれの若ウシの乾燥重量あたりの Cs-137濃度は事故前に形成された歯におい

て8.06±0.07 mBq/g Ca、2.07±0.02 mBq/g Ca、事故後に形成された歯において6.62±0.06 mBq/g Ca、1.01±0.02 mBq/g Caであ

り、Sr-90と同様に採取地点毎のCs-137による汚染状況を反映していた。しかし、事故前に歯が形成されたB地点の成ウ

シは0.50±0.01 mBq/g Ca、老ウシは0.40±0.01 mBq/g Caと事故後に形成されたB地点の若ウシの歯と同程度のCs-137濃度

が確認された。事故時点で形成の完了した歯に存在する裂孔部分には高濃度の Cs-137 が存在するが、歯の裂孔部分を除

去しても歯の本体部分にCs-137が存在することが確認された。このことから、Sr-90と異なりCs-137は歯の形成後にも形

成中の歯と同程度の取り込みがあると考えられる。 

 

[1] 被災動物の包括的線量評価事業: http://www2.idac.tohoku.ac.jp/hisaidoubutsu/ 
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